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　はじめに

サクラダイ属 Sacuraは背鰭が 10棘 14–18軟条，

臀鰭が 3棘 7軟条，胸鰭が 16–18軟条，標準体長

に対する体高の割合が 41–50%であること，第 1

鰓弓下枝の鰓耙数が 22–30であること，舌上に歯

板を欠くことなどで特徴づけられる（Heemstra 

and Randall, 1979）．現在までに，サクラダイ属は

5有効種が知られており，そのうちサクラダイは

日本，韓国，台湾，およびニューカレドニアと比

較的広く分布する（Fricke et al., 2011；瀬能，

2013）が，同属他種は局所的な分布を示し，S. 

boulengeriはオマーン湾とパキスタン，S. parva

はティモール海，S. sanguineaはアンダマン海，

および S. speciosaはインドネシア・セレベス・マ

ナド湾から記録されている（Heemstra and Randall, 

1979; Pomadakis et al., 2015; Motomura et al., 2017）．

これまでサクラダイは，国内において伊豆諸

島，小笠原諸島，兵庫県から九州北西岸にかけて

の日本海沿岸，茨城県，相模湾から宮崎県の太平

洋沿岸，鹿児島県本土（薩摩半島西側，鹿児島湾，

大隅半島内之浦），鬼界カルデラ，および琉球列

島（トカラ列島中之島）から記録されていた（岩

坪ほか，2011；瀬能，2013；吉田ほか，2017；畑，

2018）．

2019年 2月 10日に大隅諸島種子島東方田之脇

曽根において，サクラダイが 1個体採集された．

本標本は本種の標本に基づく大隅諸島からの初記

録であるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測は Heemstra and Randall（1979）に

したがった．標準体長は体長と表記し，デジタル

ノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．標本の

作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学

総合研究博物館に保管されており，体色の記載に

用いた生鮮時のカラー写真は同館の画像データ

ベースに登録されている．本報告中で用いられて

いる研究機関略号は以下の通り：KAUM（鹿児

島大学総合研究博物館）；KPM（神奈川県生命の

星・地球博物館）．

　結果と考察

Sacura margaritacea (Hilgendorf, 1879)

サクラダイ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 128706，体長 150.4 mm，雄，

鹿児島県大隅諸島種子島田之脇曽根，30°07′N, 

131°33′E，釣り，水深 120–130 m，2019年 2月 10

日，中河輝幸．

記載　計測値と体各部の体長と頭長に対する

割合を Table 1に示した．背鰭条数 X, 17；臀鰭条

数 III, 7；胸鰭条数 17；側線有孔鱗数 28；鰓耙数

11 + 23．

体長に対する体各部の割合（%）：体高 43.4%；

頭長 34.0%；胸鰭長 32.6%；腹鰭長 27.1%；尾柄

長 21.1%；尾柄高 13.0%；背鰭第 1棘長 5.2%；背
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鰭第 2棘長 9.4%；背鰭第 3棘長 31.2%；背鰭第 4

棘長 13.1%；背鰭第 3 軟条長 48.3%；臀鰭長

26.9%； 臀 鰭 第 1 棘 長 7.4%； 臀 鰭 第 2 棘 長

14.9%；臀鰭第 2軟条長 20.5%；腹鰭棘長 17.0%．

頭長に対する体各部の割合（%）：吻長 26.0%；

眼径 26.4%；両眼間隔 26.0%；眼後長 48.1%；上

顎長 45.2%；主上顎骨長 19.2%

体は卵型で側扁する．頭部背面は吻端から眼

上にかけて緩やかに曲がるが，眼上付近でやや凹

み，その後やや急に曲がり背鰭基底に達する．口

は大きく斜位で，主上顎骨後縁は瞳孔中央を越え

る．前鼻孔は短い鼻管を形成し，吻端と眼窩前縁

の中央より後半に位置する．後鼻孔は前鼻孔の斜

め上後方，眼窩付近に位置する．主鰓蓋骨後端に

3本の棘を有し，中央のものが最大である．前鰓

蓋骨縁は鋸歯状で，後縁下端に 2本の棘を有する．

下鰓蓋骨下縁は鋸歯状である．両顎は絨毛状歯帯

を有し，歯帯の幅は前方で広く，後方で狭い．上

顎前方部の左右に 1本のやや大きな犬歯状歯があ

る．下顎の先端に前方へ張り出す 1対の大きな犬

歯状歯があり，側方の中央付近に左右 2対のやや

大きな犬歯状歯がある．鋤骨と口蓋骨に絨毛状歯

帯を有する．舌歯を欠く．側線鱗列は完全で，鰓

蓋上方から背鰭第 6棘基底直下にかけて曲線をな

すように上昇し，背鰭基底後端直下にかけて緩や

かに下降し，その後体軸上をはしる．背鰭始部は

鰓蓋上端直上に位置し，背鰭第 3棘が最長で著し

く伸長する．背鰭第 3軟条が糸状に伸長する．腹

鰭起部は背鰭第 4棘基部直下に位置し，腹鰭先端

は背鰭第 2軟条基底直下に位置する．胸鰭基底上

端は背鰭第 4棘基底直下に位置し，胸鰭先端は臀

鰭起部直上より前方に位置する．臀鰭起部は背鰭

第 4軟条基底直下に位置する．尾鰭は深く湾入し，

上下葉の先端が糸状に伸長する．

生鮮時の色彩　下顎先端から上顎前方を横切

り眼の下縁を通り，鰓蓋後端にかけて黄色帯がは

しる．吻端付近から眼の上縁を通り，頭頂部にか

けて黄色線がある．体側上方は黄色を呈し，背鰭

基底部はやや黒色がかる．胸鰭基底後方から体側

中央部を経て尾柄部下方にかけては赤みを帯びた

桃色を呈する．体側腹面は薄い桃色を呈する．銀

白色斑が側線を挟むように不規則に体側上方に並

ぶ．胸鰭基底上端から体側下方を通り尾柄部後端

にかけて銀白色斑が不規則に並ぶ．背鰭鰭膜は薄

い桃色だが，基部は黄色がかる．背鰭第 3軟条は

黄色である．胸鰭は赤みを帯びた桃色で，黄色が

Fig. 1. Fresh specimen of Sacura margaritacea from Tanega-shima island, Osumi Islands, Kagoshima, Japan (KAUM–I. 128706, 150.4 mm 
standard length).
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かる．腹鰭は黄色がかった桃色で先端に向かうに

つれ赤色に近づく．臀鰭は黄色がかった桃色．尾

鰭は黄色で，下葉は赤みがかる．

分布　Sacura margaritaceaは日本，韓国，台湾，

およびニューカレドニアに分布する（Fricke et al., 

2011；瀬能，2013）．日本国内では伊豆大島（加藤，

2014），八丈島（古瀬ほか，1996；加藤，2014），

小笠原諸島（座間・藤田，1977；菅野ほか，

1980），茨城県（舟橋，1998），神奈川県三浦半島

南西部沿岸（工藤・岡部，1991），三崎市（山田・

工藤，2011），相模湾（林・西山，1980；Senou et 

al., 2006），駿河湾（Heemstra and Randall, 1979），

静岡県熱海沿岸（瀬能ほか，1998），大瀬崎（霞，

1994），三保（鈴木，1994），三重県伊勢湾，和具

沖，三木浦，二木島湾，および熊野灘（片岡・富

田，1981），和歌山県南部（池田・中坊，2015），

白 浜（Heemstra and Randall, 1979）， 高 知 県

（Kamohara, 1958），柏島（平田ほか，1996），愛

媛県宇和海（辻・平松，1987），宮崎県折生追（田

中，1921），鹿児島県内之浦（畑，2018），福井県

（手賀ほか，2014），京都府鷲崎沖（田城ほか，

2017），兵庫県浜坂町（鈴木ほか，2000），山口県

日本海沿岸（河野ほか，2011），長崎県対馬（青

海ほか，1977；Heemstra and Randall, 1979），橘湾

（篠原ほか，1988），鹿児島県大隅薩摩半島西側（岩

坪ほか，2011），鹿児島湾（岩坪ほか，2011），鬼

界カルデラ（KPM-NR 101880），種子島東方田之

脇曽根（本研究），および中之島西方（吉田ほか，

2017）などから記録されている．

備考　種子島から採集された標本は，背鰭棘

数が 10であること，背鰭軟条数が 17であること，

臀鰭軟条数が 7であること，胸鰭軟条数が 17で

あること，舌上に歯板を欠くこと，背鰭軟条が糸

状に伸長すること，および尾鰭が三日月形で上下

葉が伸長することなどから，瀬能（2013）や吉田

ほか（2017）が記載したサクラダイ S. margari-

taceaの標徴とよく一致したため，本種に同定さ

れた．さらに，KAUM–I. 128706（体長 150.4 mm; 

Fig. 1）は背鰭第 3棘が著しく伸長すること，背

鰭 7–10棘間の鰭膜に黒色斑を欠くことなどが，

瀬能（2013）が示したサクラダイの雄の特徴と一

致した．

日本国内におけるサクラダイの分布は「分布」

の項で述べたとおりであり，記載標本は大隅諸島

における標本に基づく初めての記録となる．
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